
やさしい中学歴史 9-1 チェック問題  氏名                              

(1) 1334 年、鎌倉
かまくら

幕府
ば く ふ

を滅
ほろ

ぼした[①  天皇]は、天皇中心の政治を始めた。これを[②   ]という。こ

れは公家
く げ

重視
じゅうし

の政治だったため[③   ]を中心に武士
ぶ し

が反発
はんぱつ

した。 

(2) 後
ご

醍醐天皇
だいごてんのう

は[①  県]の吉野
よ し の

に逃
のが

れ、足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

は新しい天皇を京都
きょうと

で即位
そ く い

させた。吉野の朝廷を

[②   ]と呼び、京都の朝廷を[③   ]と呼ぶ。この 2 つの朝廷が対立
たいりつ

していた時代を[④  時代]

という。 

 

(1)① 後
ご

醍醐天皇
だいごてんのう

 (1)② 建武
け ん む

の新政
しんせい

 (1)③ 足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

 

(2)① 奈良
な ら

県 (2)② 南朝
なんちょう

 (2)③ 北朝
ほくちょう

 

(2)④ 南北朝
なんぼくちょう

時代   

 

やさしい中学歴史 9-2 チェック問題  氏名                              

(1) 1338 年、北朝側
ほくちょうがわ

の光明
こうみょう

天皇
てんのう

から征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

に任命
にんめい

された[①   ]は、京都に[②  幕府]を開いた。 

(2) 室町
むろまち

幕府
ば く ふ

では、関東
かんとう

地方
ち ほ う

や伊豆
い ず

を治
おさ

めるために[①   ]を置
お

いた。また守護
し ゅ ご

の権力
けんりょく

を大きくしたため、

のちに守護は一
いっ

国
こく

を支配
し は い

する[②   ]へと成長
せいちょう

していった。 

(3) 将軍の仕事を補佐
ほ さ

する役職
やくしょく

は、鎌倉幕府では[①   ]であったが、室町幕府では[②   ]だった。 

 

(1)① 足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

 (1)② 室町
むろまち

幕府
ば く ふ

 (2)① 鎌倉府
かまくらふ

 

(2)② 守護
し ゅ ご

大名
だいみょう

 (3)① 執権
しっけん

 (3)② 管領
かんれい

 

 

  



やさしい中学歴史 9-3 チェック問題  氏名                              

(1) 室町
むろまち

幕府
ば く ふ

を安定
あんてい

させた 3 代将軍の[①   ]は、[②   ]を建
た

てたことで有名である。 

(2) 1392 年、南北朝
なんぼくちょう

を統一
とういつ

させたのは[①   ]である。また当時の中国を統一
とういつ

していた[②   ]と貿易
ぼうえき

をした。この貿易では、日本人を中心とした海賊的
かいぞくてき

な行動
こうどう

をとる[③   ]と正式
せいしき

な貿易
ぼうえき

船
せん

を区別
く べ つ

するた

めに、[④   ]という札
ふだ

が使われたので、[⑤  貿易]と呼ばれる。 

(3) 沖縄
おきなわ

諸島
しょとう

を統一
とういつ

した尚
しょう

氏
し

は、[①   ]を建国
けんこく

し、[②  貿易]で栄
さか

えた。 

(4) 日
にち

明貿易
みんぼうえき

により、明の貨幣
か へ い

である[①   ]が大量
たいりょう

に輸入
ゆにゅう

され、日本でも貨幣が流通
りゅうつう

するようになった。

京都などでは月に 6 回[②   ]が開かれるようになった。 

(5) 港町
みなとまち

では、[①   ]と呼ばれる倉庫業
そうこぎょう

をかねた運送
うんそう

業者
ぎょうしゃ

が活躍
かつやく

した。陸上
りくじょう

では[②   ]と呼ばれる

運送業者が栄えた。また質屋
し ち や

である[③   ]や[④   ]なども高利貸し
こ う り が   

を営 み
いとな   

、金融業
きんゆうぎょう

が発達
はったつ

した。 

(6) 農村
のうそん

では農業
のうぎょう

技術
ぎじゅつ

が進歩
し ん ぽ

し、米と麦の[①   ]が広がった。また農民たちは村ごとに[②   ]という

自治
じ ち

組織
そ し き

をつくった。村の自治を行うにあたり[③   ]という村人の会議
か い ぎ

が開かれた。 

(7) 農民たちは年貢
ね ん ぐ

の引き下げなどを求め、領主
りょうしゅ

と交渉
こうしょう

したり、武器をとって反抗
はんこう

したりした。これを

[①   ]という。1428 年に滋賀県
し が け ん

で起きた[②   ]が日本で最初と言われている。 

 

(1)① 足利
あしかが

義
よし

満
みつ

 (1)② 金閣
きんかく

 (2)① 足利義満 

(2)② 明
みん

 (2)③ 倭寇
わ こ う

 (2)④ 勘
かん

合符
ご う ふ

(勘合) 

(2)⑤ 勘合貿易 (3)① 琉 球
りゅうきゅう

王国
おうこく

 (3)② 中継
ちゅうけい

貿易
ぼうえき

 

(4)① 永楽
えいらく

通宝
つうほう

 (4)② 定期
て い き

市
いち

 (5)① 問
とい

 

(5)② 馬
ば

借
しゃく

 (5)3③ 土倉
ど そ う

 (5)④ 酒屋
さ か や

 

(6)① 二毛作
にもうさく

 (6)② 惣
そう

 (6)③ 寄合
よりあい

 

(7)① 土
つち

一揆
い っ き

 (7)② 正
しょう

長
ちょう

の土一揆  

 

  



やさしい中学歴史 9-4 チェック問題  氏名                              

(1) 1467 年、8 代将軍
しょうぐん

[①   ]の跡継ぎ
あ と つ  

争い
あらそ 

に管領家
かんれいけ

の相続
そうぞく

をめぐる争いがからんで、京都を主戦場
しゅせんじょう

に

11 年間続く[②   ]が起こった。 

(2) 幕府
ば く ふ

の力が弱まり、幕府が任命
にんめい

した守護
し ゅ ご

を倒
たお

して支配
し は い

を固
かた

め[①  大名]になる者があらわれた。このよ

うに下の身分
み ぶ ん

の者が、実力で上の身分の者を倒す風潮
ふうちょう

を[②   ]という。自国
じ こ く

の家臣
か し ん

や農民
のうみん

を統制
とうせい

する

ために[③  法]を定めた。 

(3) 1485年、京都で農民などが守護の畠山
はたけやま

氏
し

を追い出して国を乗っ取る[①  一揆
い っ き

]が起こった。また 1488

年、石川でも農民が武士と手を結んで守護を倒し、その後 100 年間にわたり自治
じ ち

を行った。 

これを[②  一揆]という。 

(4) 応仁
おうにん

の乱
らん

で荒れ果
あ  は

てた京都を復興
ふっこう

させたのは[①   ]と呼ばれる裕福
ゆうふく

な商工
しょうこう

業者
ぎょうしゃ

たちだった。この復

興の象 徴
しょうちょう

となるのが[②  祭]である。 

 

(1)① 足利
あしかが

義
よし

政
まさ

 (1)② 応仁
おうにん

の乱
らん

 (2)① 戦国
せんごく

大名
だいみょう

 

(2)② 下剋上
げこくじょう

 (2)③ 分
ぶん

国法
こくほう

 (3)① 山城国一揆
やましろのくにいっき

 

(3)② 加賀
か が

の一向
いっこう

一揆
い っ き

 (4)① 町衆
まちしゅう

 (4)② 祇園
ぎ お ん

祭
まつり

 

 

やさしい中学歴史 9-5 チェック問題  氏名                              

(1) 物語
ものがたり

を劇
げき

にして、歌や音楽に合わせて面をつけて舞
ま

うものを[①   ]という。これを大成
たいせい

したのが

[②  、  ]の親子である。この合間
あ い ま

に演
えん

じられたものを[③   ]という。 

(2) 3 代将軍[①   ]は鹿苑寺
ろくおんじ

に[②   ]を建
た

てた。この頃
ころ

の文化を[③  文化]という。8 代将軍

[④   ]は慈照寺
じしょうじ

に[⑤   ]を建てた。この頃の文化を[⑥  文化]という。 

(3) 墨
すみ

を使って白と黒で描かれた絵を[①   ]という。これを大成したのは[②   ]である。 

(4) 銀閣
ぎんかく

の書斎
しょさい

に代表されるような、禅宗
ぜんしゅう

の寺院
じ い ん

の建築
けんちく

様式
ようしき

を武家
ぶ け

の住まいに取り入れた建築様式を

[  造]という。これは現在の和風
わ ふ う

建築
けんちく

のもとになっている。 

 

(1)① 能
のう

 (1)② 観阿弥
か ん あ み

、世阿弥
ぜ あ み

 (1)③ 狂言
きょうげん

 

(2)① 足利
あしかが

義
よし

満
みつ

 (2)② 金閣
きんかく

 (2)③ 北山
きたやま

文化
ぶ ん か

 

(2)④ 足利
あしかが

義
よし

政
まさ

 (2)⑤ 銀閣
ぎんかく

 (2)⑥ 東山
ひがしやま

文化 

(3)① 水墨画
すいぼくが

 (3)② 雪
せっ

舟
しゅう

 (4) 書院造
しょいんづくり

 

 


